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令和 5年度 学校法人相愛学園焼津豊田幼稚園 学校評価の総括

園長 佐 野 正 子

本年は、学校評価に関する事業を進めるにあたり、以下のような経過で作業を進めてま

いりました。

1.各学期においての教育活動、学級・学年運営の振り返り(1～3学期)

2.時期に応 じた父母アンケー トの読み取り、くみ上げ(1～ 3学期)

3.職員各自による自己点検・評価の実施(R32.月 上旬)

4.保護者アンケー トの実施(R32月 上旬)

5.各自己評価ならびに父母アンケー トの結果を踏まえた施設管理者の

自己点検・評価             (R6.2.20 理事長の確認決済)

6.学校関係者評価委員会の実施(R622つ

7.学校関係者評価委員会からの報告(R6.3.19

8.学校評価の総括を理事長に提出

自己点検・評価の内容については2月 26日 に報告したとおりですが、その後に実施さ

れた学校関係者評価委員会からもプラス評価とともに、いくつかの改善点も指摘されまし

た。来期への改善課題については以下のとおりです。

1.一人一人の成長の詳細を追い、幼児個々へのよリー層の配慮を求めていくと共に

年間の保育活動を精査しながら、幼児の立場で細心の注意をはらつて保育活動を

進めていく

2.保育の質の向上、教員としての人格統治等に向けて自己研鑽に努める。

3.教職員が互いに教え合い学び合う時間を大切にし、明るく元気でまとまりのある

チーム作りを目指す。

これらの事項については、今和 6年度の課題として真摯に捉え、十分な対応を検討して

いきたいと考えます。

なお、安全管理、防災・防犯への対処については一定の評価をいただきましたが、大切

な園児の命をお預かりする施設として、引き続きさらに万全を期して取り組んでまいりた

いと思います。

以上、令和 5年度の本国学校評価の総括として報告いたします。



令 和 5年 度 の 教 育 活 動 等 に 対 す る 学 校 評 価 書

学校法人相愛学園 焼津豊田幼稚園長 佐 野 正

学校関係者評価委員会長 久保山なぎ

令和 6年 3月 15
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1 幼稚日の歓青理念  建学の精神 『 あかるく こころゆたかに 』

教育目標  1 じょうぶなからだに

2 いのちをたいせつに (思いやりのある子に)

3 やる気のある子に

4 よく考える子に

2本 年度の重点目標

○『主体的な子どもの姿を目指して』という研修テーマに沿つて、様々な活動や遊び・生活の中から、

主体的な子どもの姿を見つけ育てていく。

O ECEQ研修を通して、国の良さを伸ばしたり、課題を解決するための方策を見つけていく。

○学び合う時間を大切にしていく中で、対話的な話し合いを重ね保育の質の向上を図っていく。

3 自己評価結果とそれに対する学校関係者評価結果

学 校 関 係 者 評 価自 己 評 価

評点 意見・評価評点 幼稚園としての視点
評 価 項 目

A

・評価委員会当日、全クラスの

保育の様子を参観させてい

ただきましたが、フレンドリ

ーな子ども達が多く元気良

く挨拶をしてくれました。

どの保育室も温かい雰囲気

の装飾で飾られ、その中で子

ども達が幼稚園生活を楽し

んでいる様子を感じました。

また、先生方の声かけや見守

る姿勢が子ども達の思いを

大切にしている様子を感じ

取ることができました。

発達年齢に合わせての指導

援助を心掛け、軸がしっかり

しているからこそ年代ごと

健やかに成長している姿が

見られるのだと考えます。

A

・ コロナが 5類となったこ

ともあり、保育行事計画

や保護者参加についても

以前に近い形で実施でき

た。いろいろな経験を積

み重ねることで子ども達

が自信を持てるよう適切

に関わる努力をすると共

に、その都度省察を行い

次に繁がるように改善を

心掛けた。

・ 8月 よリコーテイネータ

ーの先生方のサポー トを

受けながら、ECEQ石舜修

を重ねてきた。“園や子ど

も達の良さ"“大切にして

いきたいこと''“課題の修

正"等、時間をかけ多く

のことを話し合い学ぶこ

とができた。次年度には

研修効果が表れるよう努

教育活動や園行事の実

施にあたり、内容や実

施方法が子どもにとつ

て充実したものとなっ

ているか。



力 していきたい。

・環境が様々な現代社会の中

で育つ子ども達なので、いろ

いろな表れがあり対応が難

しいこともあるかもしれま

せん。先生方が協力体制を整

え、しつかりとした考えを持

ち指導援助が行われている

ように感じました。

また日々の積み重ねの経験

から“聞く''“待つ"“折り合

いをつける"と いうような多

方面での育ちを感じました。

今後も子どもに寄り添った

保育を展開できることを望

みます。

AA

・個別の指導・援助が必要

な子どもについては引き

続き個別指導計画を立案

しサポー トを していっ

た。いろいろな表れを持

つ子どもの割合が少しず

つ増えてきている為、園

と保護者が同じ方向を依

向いていけるよう配慮し

た。

・教職員の輸 (和)の中で

一人一人を育てていける

よう協力体制を整えてい

った。

子ども一人一人の内面

を育むよう適切な指導

援助が考えられている

か。

・国内においてはセキュリテ

ィ、安全指導・管理、遊具点

検等を通して、子ども達の安

全な生活を保障するものと

なつていることは評価でき

ます。

・昨年までの裏門フェンスの多

すぎる掲示物も精査され幼

稚園らしい雰囲気の裏門と

なっています。

保育室の装飾などは温かい

雰囲気で良いのですが物が

多く雑然としているクラス

もありました。子ども達が一

日過ごす保育室内の環境も

互いに見直すことも必要か

と感じました。

B

国内の施設設備環境等

幼児が安心して生活で

きる施設設備環境とな

つているだろう力、

○自己評価、学校関係者評価を経て、令和6年度への課題として以下の点を挙げました。

1.『主体的は子どもの姿を目指して』を心にとめ、様々な活動や遊び 。生活の中から主体的な子ど

もの姿を見つけ育てていく。

2.ECEQ研修を通して確認し合った課題を一つ一つ解決していく過程で、互いを尊重し合い

自己発揮することでチームカを高めていく。

以 上

・園庭遊具等、日常的な目

視や点検、職員による月

1回の定期点検等行いな

がら、安全管理に努めて

いる。遊具の点検管理の

他、事故を未然に防げる

ような子ども達への安全

に対する意識を育ててい

きたい。

・ ヒヤリハットの記録を提

出してもらい、取 り纏め

報告する取 り組みを始め

た。 しかし伝達はできた

が、怪我の起こりやすい

やすい場所等のまとめや

地図化できなかった。

次年度は保護者にも伝え

ていけるよう考えていき

たい。


